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研究紹介： 

本研究では、合成ペプチド脂質をガン細胞に選

択的に取り込ませ、分子夾雑環境であるガン細

胞内で巨大な自己組織体（ナノファイバー）を

形成させ、このナノファイバー形成によりガン

細胞の細胞死を制御することを目的とする。従

来の薬理活性物質は、化合物の分子単体で薬理

活性を示していた。ここでは、単一分子では特

段の薬理活性を示さないが、分子（ペプチド脂

質）が集合化し、物理的に大きな組織体（ナノファイバー）を作ることで初めて細

胞毒性を示すという新しい薬理活性コンセプトを提案する。特に、一部のガン細胞

特有の細胞内環境を利用することでガン化細胞を正常細胞群から選択的に除去可能

であることを実証する。 
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図１ ペプチド脂質の細胞内自己

組織化によるガン細胞の死滅 


